
Team SORA 

HR34 宮原 命  HR32 小野 菫  

HR32 中島 悠希 HR33 鴇崎 愛遥  

HR33 和田 琳  HR35 前廣 衿花 

【私たちのＭｉｓｓｉｏｎ】 

私たちは、これからの将来を担う主体的な人材の育成を目的とした新しいキャリア教育

プログラムを提案する。私たちSORA はこれからの未来、働くことのあり方を考え、日々

の探究活動を継続している。『実践的なキャリア教育』の普及を通して、豊かな日本経済

の発展へつなげることを使命として掲げている。 

【2020 年度の主な活動】 

 

 

 

 

 

 

【2021 年度の主な活動】 

Culture Club Contest 

新型コロナウイルスの流行により 

発表の場が無くなってしまった全国の

文化部のためにオンライン音楽応援コ

ンテストを開催し、実行委員としてコ

ンテストの運営を実施した。豊島区長

からの応援・後援をいただき、多くの人

から賛同を得た。 



【ＳＯＲＡのプロジェクト】 

1 SAGE JAPAN CUP 

キャリア教育をテーマにさまざまな企業の方    

と連携して、プロジェクトを実施したことを 

プレゼンテーションしました。その努力が 

認められ3位をいただくことができました。 

 

 

２ 営業マン育成プロジェクト 

株式会社H.R.I の社長さんに営業のノウハウ 

を教えていただきました。特に代表取締役の 

溝橋様には、起業へのチャレンジ、営業の運営 

などを学びことができました。 

  ＳＯＲＡの活動の相談役として、企業訪問等 

 いたしました。 

 

 

３ 日本A.S.E.A.N.次世代交流 

新型コロナウイルスの影響で、自国に変える 

ことのできない留学生と共に一日本文化を体験 

活動を実施しました。外務省の後援を得た活動  

でＡＳＥＡＮの学生との国際交流事業として 

お互いを理解する取り組みを実践いたしま 

した。 

 

 

４ 日本郵政グループ 

新しい郵便局のサービスを考えるという 

内容の授業を作るお手伝いをし、２年生の 

総合実践で授業を実施しました。そのサポート 

授業の提案なども実践的に行いました。 

 日本郵政（郵便局）の新たなサービスを 

考え、ＳＤＧｓ的な取り組みを発表しました。 

 

 



5 株式会社ガイアックス 

  若者に起業を考えてもらうために企業ゼミを 

開催。自分で事業アイディアを考える面白さを 

知ってもらいたいのはもちろん、さまざまな 

スキルを持つ大人と触れ合い学ぶことの意義を 

体感しました。都立高校単独では初の試み。 

 社会貢献に投資することも学びました。 

 

６ みんなの CBP 

多彩な実践や探究を通じて自らの将来を 

デザインする主体性を身につけることを目標に、 

千早生以外でも他の高校でも CBP（千早 

ビジネスプロジェクト）の活動を体験できる 

〈みんなのCBP〉を開設した。 

 都立高校や私立高校の生徒が集まり、千早高校 

で鹿島建設の体験学習などを実施しました。 

 

 

７ 豊島区×チーム SORA 

SDGｓ未来都市に選定された豊島区の 

区長高野之夫さんとお話をする機会をいただき、 

今後教育をテーマにSDGｓの目標達成をする 

ためのチームを取り組みました。豊島区の 

小学生を中心にＳＤＧｓを教えていきます。 

 

８ キャリアリンクとの連携 

   

 

 

 

 

 

 

 

  企業との連携やキャリア教育に関することの相談させていただき、様々なチャンスを 

いただきました。キャリア教育の新たな仕組みを探究いたしました。 



＝ＳＯＲＡのSDGｓ持続可能な開発目標＝ 

“SORA”は大きく4つのSDGｓゴールに直接的に関わっている。 

このプロジェクトは2030年までのSDGｓの達成に貢献している。 

 

社会貢献や自己理解などの実践的な 

探究活動をすることにより、主体的な 

人材育成を目的とした教育を行うことができる。 

 

 

企業との連携・学生への呼びかけにより、 

学生のうちから、社会で働くことを意識した活動を 

行うことで、多様な社会知識が身に付く。 

企業にとっても、人材育成のマニュアルができ、 

産業の発展・技術革新へとつながる。 

 

学生のうちから、社会で働くことを意識した 

活動を行うことで、多様な社会知識が身に付く。 

企業にとっても、人材育成のマニュアルが 

でき、産業の発展・技術革新へとつながる。 

 

 

企業との連携・学生への呼びかけにより、 

人と人のつながりやソーシャルキャピタルが 

生まれるため、社会規模で協力して課題解決に 

取り組んでいくことができる。 

 

 

【今後のＳＯＲＡについて】 

 ＳＯＲＡは、様々な企業と連携して活動を続けていきます。 

 


